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持
つ
相
手
だ
っ
た
の
で
緊
張
し
ま
し
た

が
、
粘
っ
て
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
回
戦
は
、
初
戦
と
同
じ
気
持
ち
を
も

っ
て
試
合
に
臨
め
ず
、
力
を
出
し
切
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で

も
、
関
東
大
会
で
の
勝
利
は
私
に
と
っ

て
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
す
。
ま
た
、
部
員
皆
で
つ
か

ん
だ
勝
利
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　（
三
の
五
　
菊
地 

昂
）

　
私
た
ち
柔
道
部
は
、
今
年
が
初
め
て

の
関
東
大
会
出
場
で
し
た
。
関
東
大
会

出
場
は
歴
代
の
先
輩
方
が
目
標
に
掲
げ

て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
私
た
ち
の
代
で

達
成
で
き
た
事
を
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

関
東
大
会
で
は
、
日
々
の
厳
し
い
練
習

の
成
果
を
す
べ
て
出
し
切
り
、
一
勝
で

も
多
く
勝
と
う
と
い
う
気
持
ち
で
臨
み

ま
し
た
。
全
国
三
位
の
学
校
が
相
手
で

し
た
が
、
気
後
れ
す
る
こ
と
な
く
、
最

後
ま
で
粘
り
つ
づ
け
ま
し
た
。
今
ま
で

支
え
て
く
れ
た
先
生
、
見
守
っ
て
く
れ

た
保
護
者
、
部
長
の
私
に
つ
い
て
き
て

く
れ
た
チ
ー
ム
の
皆
に
、
と
て
も
感
謝

　
今
大
会
は
チ
ー
ム
に
怪

我
人
が
多
数
い
た
た
め
、

万
全
な
状
態
で
は
臨
め
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中

で
も
、
男
女
共
に
関
東
大

会
出
場
権
を
獲
得
で
き
、

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
も
、
顧
問
の
先
生
を

始
め
諸
先
生
方
、
仲
間
や

家
族
の
応
援
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
多
く
の
方
々
に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

胸
に
刻
み
、
さ
ら
に
上
の

目
標
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
出
場
を
か
け
、
一
・
二
年

生
は
挑
戦
、
三
年
生
は
こ

れ
ま
で
の
集
大
成
と
し
て
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
（
三
の
一
二
　

　
　
　
　
千
葉 

美
捺
穂
）

　
中
学
生
の
頃
か
ら
目
標
に
し
て
い
た

関
東
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
初
戦
は
、
上
位
入
賞
の
実
績
を

し
て
い
ま
す
。
今
年
を
契
機
に
、
後
輩

た
ち
に
は
関
東
大
会
出
場
を
東
高
校
の

良
き
伝
統
と
し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
三
の
九
　
村
田 
彪
雅
）

　
本
庄
東
高
校
と
埼
玉
県
の
代
表
と
し

て
関
東
大
会
に
出
場
し
て
き
ま
し
た
。

目
標
と
し
て
い
た
優
勝
は
叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
出
場

権
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

競
歩
を
始
め
た
の
は
一
年
前
で
そ
の
頃

は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
舞
台
な
ど
は
夢
の

よ
う
な
話
で
し
た
が
、
そ
の
夢
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

私
が
で
き
る
努
力
を
精
一
杯
行
い
、
悔

い
の
な
い
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

（
三
の
一
二
　
榊
原 

颯
音
）

　
五
種
目
十
人
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
結
果
が
残
せ
た
の
は
、
支
え
て

く
れ
た
多
く
の
仲
間
、
家
族
、
応
援
し

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
の
お
か
げ
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、
悔
し
涙
を
流

し
、
同
じ
舞
台
に
立
て
な
か
っ
た
仲
間

の
た
め
に
も
、
一
つ
で
も
高
い
表
彰
台

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
で
は
〝
己
に
克
つ
〞
を
モ
ッ
ト

ー
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま

す
。  

　
（
三
の
一
二
　
古
川 

杏
奈
）

【
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

祝
　
関
東
大
会
出
場
！

▼
関
東
高
等
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選

　

手
権
大
会

　

一
回
戦
　
　
　

62
―
92 

　

京
北
（
東
京
）

▼
関
東
大
会
埼
玉
県
予
選
　

第
５
位

　

５
位
決
定
戦
　

81
―
73
　

慶
應
志
木

【
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

▼
関
東
大
会
埼
玉
県
北
部
支
部
予
選
　

ベ
ス
ト
16

▼
学
校
総
合
体
育
大
会
埼
玉
県
北
部
支
部
予
選

　

ベ
ス
ト
16

【

サ

ッ

カ

ー

部

】

▼
Ｕ
―
18
北
部
支
部
一
部
リ
ー
グ

　

０
―
１
　

早
大
本
庄

　

０
―
０
　

鴻
　
　

巣

　

２
―
１
　

桶
　
　

川

【
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

祝
　
関
東
大
会
出
場
！

▼
関
東
大
会
出
場
　
　
　

菊
地 

昂
・
岡 

峻
矢

▼
全
国
私
学
大
会
出
場
　

菊
地 

昂
・
岡 

峻
矢

▼
関
東
大
会
県
予
選
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
原 

歩
・
千
葉 

迅
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤 

司
・
秋
山 

竜
介

　
　
　
　
　
　
　
　

寺
前 

圭
悟
・
大
武 

英
樹

▼
関
東
大
会
県
予
選
　

団
体
戦
ベ
ス
ト
８

【

ラ

ク

ロ

ス

部

】

▼
関
東
女
子
中
高
ラ
ク
ロ
ス
リ
ー
グ

　

Ｆ
ブ
ロ
ッ
ク
４
位

【

柔
　

道
　

部

】

祝
　
関
東
大
会
出
場（
団
体
）！

▼
関
東
大
会
埼
玉
県
予
選
会
　

団
体
戦

　

ベ
ス
ト
４

▼
北
部
地
区
大
会
　

団
体
　

優
勝

【

野
　

球
　

部

】

▼
春
季
埼
玉
県
高
校
野
球
大
会

　

一
回
戦
　
　
　

１
―
６
　

浦
和
学
院

▼
春
季
埼
玉
県
高
校
野
球
北
部
地
区
予
選

　

一
回
戦
　
　
　

８
―
４
　

寄
居
城
北

　

代
表
決
定
戦
　

７
―
０
（
７
Ｃ
）
熊
谷

【
硬
式
テ
ニ
ス
部
】

▼
関
東
高
校
テ
ニ
ス
大
会
埼
玉
県
予
選

　

男
子
団
体
　

第
４
位

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
ベ
ス
ト
８
　

三
浦 

大
我

▼
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
埼
玉
県
予
選

　

男
子
団
体
ベ
ス
ト
８

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
ベ
ス
ト
８
　

三
浦 

大
我

　
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
16
　

笹
掛 

光
希

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

祝
　
県
大
会
出
場
（
男
女
団
体
・
個
人
）
！

▼
学
総
大
会
地
区
予
選
会
（
団
体
戦
）

　

男
子
団
体
　

第
８
位

　

女
子
団
体
　

第
７
位

▼
学
総
大
会
地
区
予
選
会
（
個
人
戦
）

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス 

ベ
ス
ト
８

　

川
上  

知
夏
・
竹
内 

彩
夏
ペ
ア
　

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

第
３
位
　
　

神
山 

昂
亮

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

▼
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
北
部
予
選

　

一
回
戦
　
　
　

２
―
０
　

鴻
　
　

巣

　

代
表
決
定
戦
　

０
―
２
　

秩
父
農
工

▼
埼
大
杯
　

第
３
位

【

剣
　

道
　

部

】

祝
　
県
大
会
出
場

　
　（
男
子
団
体
・
男
子
個
人
）！

▼
春
季
北
部
支
部
高
校
剣
道
大
会
（
男
子
団
体
）

　

ベ
ス
ト
８

▼
春
季
北
部
支
部
高
校
剣
道
大
会
（
男
子
個
人
）

　

準
優
勝
　

岩
﨑 

輝

▼
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
（
団
体
）
　

ベ
ス
ト
16

【

女

子

陸

上

部

】

祝
　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
！

▼
関
東
高
校
陸
上
競
技
大
会

　

学
校
対
抗　

総
合
第
４
位

　

400
ｍ 

６
位
　

根
岸 

絵
里
菜

　

1500
ｍ 

７
位
　

石
原 

七
海

　

3000
ｍ 

５
位
　

石
原 

七
海

　

400
ｍ
ハ
ー
ド
ル 

５
位
　

瀧
澤 

瑞
季

　

5000
ｍ
競
歩 

５
位
　

古
田 

朱
里

　

４
×
400
ｍ
リ
レ
ー 　

５
位 

　
　
　
　
　
　
　

 

瀧
澤 

瑞
季
・
平
野 

愛
子 

　
　
　
　
　
　

 

河
田 

彩
花
・
根
岸 

絵
里
菜

　

や
り
投 

３
位
　

古
川 

杏
奈

　

７
種
競
技       

７
位
　

古
川 

杏
奈

▼
学
校
総
体
県
大
会

　

学
校
対
抗　

総
合
第
２
位

　

200
ｍ 

５
位
　

根
岸 

絵
里
菜

　

400
ｍ 

２
位
　

根
岸 

絵
里
菜

　

1500
ｍ 

２
位
　

石
原 

七
海

　

3000
ｍ 

５
位
　

石
原 

七
海

　

 

７
位
　

宮
坂 

朋
実

　

400
ｍ
ハ
ー
ド
ル 

３
位
　

瀧
澤 

瑞
季

　

5000
ｍ
競
歩  

３
位
　

古
田 

朱
里

 

８
位
　

山
下 

瑠
美
菜

　

４
×
100
ｍ
リ
レ
ー
　

５
位
　

 

瀧
澤 

瑞
季
・
平
野 

愛
子

 

河
田 

彩
花
・
根
岸 

絵
里
菜

　

４
×
400
ｍ
リ
レ
ー
　

３
位
　

 

瀧
澤 

瑞
季
・
平
野 

愛
子
　

 

河
田 

彩
花
・
根
岸 

絵
里
菜

　

走
幅
跳 

８
位
　

瀧
澤 

瑞
季

　

砲
丸
投 

６
位
　

古
川 

杏
奈

　

円
盤
投 

４
位
　

川
端 

七
織

　

や
り
投 

優
勝
　

古
川 

杏
奈

　

７
種
競
技 

４
位
　

古
川 

杏
奈

 

７
位
　

須
永 

里
奈

【

男

子

陸

上

部

】

祝
　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
！

▼
関
東
高
校
陸
上
競
技
大
会

　

5000
ｍ
競
歩    

２
位
　

榊
原 

颯
音

▼
学
校
総
体
県
大
会

　

5000
ｍ
競
歩    

優
勝
　

榊
原 

颯
音

【

水
　

泳
　

部

】

▼
第
70
回
埼
玉
県
高
等
学
校
水
泳
競
技
大
会

祝
　
関
東
大
会
出
場
！

　
学
校
総
合
女
子
　
第
６
位

　

（
男
子
）

　

400
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　

第
５
位
　

贄
田 

拓
真

　

800
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
　

第
６
位

 

尾
籠 

遼
也
・
熊
田 

海
斗

 

日
比 

拓
海
・
贄
田 

拓
真

　

（
女
子
）

　

50
ｍ
自
由
形
　
　
　

第
４
位
　

千
葉 

美
捺
穂

　

400
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
　

第
６
位

　

400
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
第
７
位

 

千
葉 

美
捺
穂
・
吉
野 

美
里

 

江
原 

優
美  

・
島
田 

明
香
里

【

書
　

道
　

部

】

▼
第
34
回
Ｄ
Ｏ
Ｍ
こ
ど
も
文
化
祭

　

埼
玉
県
知
事
賞
　
　
　
　
　
　
　

前
原 

沙
和

　

さ
い
た
ま
市
議
会
議
長
賞
　
　
　

松
村 

歩
美

　

さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
　

下
山 

菜
月

　

さ
い
た
ま
商
工
会
議
所
会
頭
賞
　

小
林 

礼
奈

▼
第
21
回
埼
玉
県
書
道
芸
術
展

　

埼
玉
県
議
会
議
長
賞
　
　
　
　
　

奥
嶋 

真
子

　

さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞　

中
島 

実
乃
里

　

越
谷
市
長
賞
　
　
　
　
　
　
　
　

吹
上 

詩
織

▼
埼
玉
県
芸
術
文
化
祭
実
行
委
員
会
奨
励
賞
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸 

紅
遥

▼
第
55
回
埼
玉
県
硬
筆
展
覧
会

　

特
選
賞
　

新
井 

七
海
・
下
山 

菜
月
・

　
　
　
　
　

中
島 

実
乃
里

　

優
良
賞
　

大
野 

未
唯
菜
・
瀬
戸 

紅
遥

　
　
　
　
　

松
井 

玲
花
・
阿
久
津 

美
咲
・
　

　
　
　
　
　

西
上 

芽
生

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

男子バスケットボール部・柔道部・男子ソフトテニス部・水泳部・男子陸上部・女子陸上部（インターハイ出場）

　
目
標
と
し
て
い
た
関

東
大
会
に
初
め
て
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
対
戦
相
手
は
全
国

的
に
有
名
な
学
校
で
序

盤
か
ら
苦
し
い
展
開
で

し
た
。
し
か
し
、
た
く

さ
ん
の
声
援
も
あ
り
、

終
盤
は
私
た
ち
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
が
で
き
ま
し
た
。

残
念
な
結
果
に
は
な
り

ま
し
た
が
、
な
か
な
か

立
て
る
よ
う
な
舞
台
で

は
な
い
の
で
私
た
ち
に

と
っ
て
良
い
経
験
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
ま

で
来
ら
れ
た
の
も
、
今
ま

で
私
た
ち
が
し
て
き
た
努

力
と
周
り
の
人
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
友
人
や
両
親
、
先
生

や
仲
間
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
ま
た
こ
の

舞
台
に
立
て
る
よ
う
に
最

後
ま
で
諦
め
ず
に
頑
張
り

ま
す
。
応
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
三
の
一
一
　
大
沼 

佳
帆
）

　
「
成
長
都
市
」
と
い
う
語
句

を
得
意
と
す
る
行
書
体
で
出
品

し
、
第
一
席
と
な
る
埼
玉
県
知

事
賞
を
受
賞
で
き
た
こ
と
に
感
慨
と

喜
び
を
抱
き
ま
し
た
。

　
行
書
の
持
ち
味
は
流
れ
る
曲
線
美

で
す
が
、
墨
の
潤
渇
や
余
白
の
美
も

作
品
に
織
り
ま
ぜ
、
立
体
感
の
あ
る

作
品
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
創
作
の
意

図
を
踏
ま
え
た
揮
毫
も
重
要
で
す
が
、

書
を
楽
し
み
な
が
ら
制
作
す
る
心
構

え
が
大
切
で
す
。

（
二
の
六
　
前
原 

沙
和
）




